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概要版だいごきこおりやましちいきふくしけいかくがいようばん 
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例）・自らの健康管理（セルフケア）
　　・市場サービスの購入

自助
例）・ボランティア活動
　　・住民組織の活動
　　・当事者団体による取組

互助

例）・介護保険制度
　　・医療保険制度

共助
例）・ボランティア、住民組織の活動
　　　への公的支援
　　・各種福祉事業、生活保護制度

公助

【 自助・互助・共助・公助のイメージ図 】

１　地域福祉計画とは

２　計画策定の趣旨と背景

　地域福祉とは、それぞれの地域において人々が安心して暮らせるよう地域住民や公私
の社会福祉関係者がお互いに協力して地域社会の福祉課題の解決に取り組む考え方であ
り、本計画は地域福祉の推進に関する事項を一体的に定める計画です。

　近年、少子高齢化や人口減少が一層進行し、核家族世帯・単身世帯の増加、ライフス
タイルに関する価値観の多様化も進んでいます。こうした社会構造の変化は、地域にお
ける人々のつながりを希薄化させ、従来、家庭や地域が担ってきた支えあい機能の低下
を招いています。また、生活困窮、虐待、ひきこもり、8050 問題、ダブルケア、ヤン
グケアラーなど、個人や世帯が抱える課題は、特定の分野に限定されず、複数の要因が
絡み合い、複雑化・複合化しています。
　多様化する地域福祉のニーズに対応していく必要があることから、「自助」、「互助」、「共
助」、「公助」を適切に組み合わせることにより、市と住民、関係機関、事業者等が協働
しながら支えあう地域共生社会の実現を目指すため、社会福祉法等の関係法令の趣旨に
鑑み、第５期郡山市地域福祉計画を策定します。

１ぺーじ 
 
１ ちいきふくしけいかくとは 
ちいきふくしとは、それぞれのちいきにおいてひとびとがあんしんしてくらせるようにち
いきじゅうみんやこうしのふくしかんけいしゃがおたがいにきょうりょくしてちいきしゃ
かいのふくしかだいのかいけつにとりくむかんがえかたであり、ほんけいかくはちいきふ
くしのすいしんにかんするじこうをいったいてきにさだめるけいかくです。 
 
２ けいかくさくていのしゅしとはいけい 
きんねん、しょうしこうれいかやじんこうげんしょうがいっそうしんこうし、かくかぞくせ
たい・たんしんせたいのぞうか、らいふすたいるにかんするかちかんのたようかもすすんで
います。 こうしたしゃかいこうぞうのへんかは、ちいきにおけるひとびとのつながりをき
はくかさせ、じゅうらい、かていやちいきがになってきたささえあいきのうのていかをまね
いています。 また、せいかつこんきゅう、ぎゃくたい、ひきこもり、はちまるごーまるも
んだい、だぶるけあ、やんぐけあらーなど、こじんやせたいがかかえるかだいは、とくてい
のぶんやにげんていされず、ふくすうのよういんがからみあい、ふくざつか・ふくごうかし
ています。 たようかするちいきふくしのにーずにたいおうしていくひつようがあることか
ら、じじょ、ごじょ、きょうじょ、こうじょをてきせつにくみあわせることにより、しとじ
ゅうみん、かんけいきかん、じぎょうしゃとうがきょうどうしながらささえあうちいききょ
うせいしゃかいのじつげんをめざすため、しゃかいふくしほうとうのかんけいほうれいの
しゅしにかんがみ、だいごきこおりやましちいきふくしけいかくをさくていします。 
 
じじょ、ごじょ、きょうじょ、こうじょのいめーじず 
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郡　　山　　市

郡山市総合計画

郡山市が策定する
各種行政計画

福祉面から推進 分野別の推進

整合・連携

整合・連携

第５期郡山市地域福祉計画
令和８年（2026）～令和 11（2029）年度

関連個別計画
障がい 郡山市障がい者福祉プラン

食　育 郡山市食育推進計画
こども 郡山市こども・若者計画
自殺対策 郡山市いのち支える行動計画

高齢・介護 郡山市高齢者福祉計画・
郡山市介護保険事業計画

健　康 みなぎる健康
生きいきこおりやま 21

郡山市社会福祉協議会

第６次郡山市
地域福祉活動計画
令和８年（2026）～
令和 11（2029）年度

３　計画の位置づけ
　本計画は、本市の最上位計画である「郡山市総合計画」の保健福祉に関連する分野の
部門別計画であると同時に、保健福祉分野における各個別計画の上位計画として定めて
います。
　また、本計画は、成年後見制度の利用促進に関する法律第 14 条第１項に基づく「成
年後見制度利用促進基本計画」及び社会福祉法第 106 条の５に基づく「重層的支援体
制整備事業実施計画」の内容を包含し、一体的に策定しています。
　併せて、社会福祉法第 109 条に規定する民間組織である社会福祉協議会が、地域住
民や関係機関との連携により地域福祉活動の実践に向け策定する「第６次地域福祉活動
計画」の理念計画としても位置付けています。

図　各計画との関係

２ぺーじ 
 
３ けいかくのいちづけ 
ほんけいかくは、ほんしのさいじょういけいかくである、こおりやましそうごうけいかくの
ほけんふくしにかんれんするぶんやのぶもんべつけいかくであるとどうじに、ほけんふく
しぶんやにおけるかくこべつけいかくのじょういけいかくとしてさだめています。 また、
ほんけいかくは、せいねんこうけんせいどのりようそくしんとかんするほうりつだいじゅ
うよんじょうだいいっこうにもとづく、せいねんこうけんせいどりようそくしんきほんけ
いかくおよび、しゃかいふくしほうだいひゃくろくじょうのごにもとづくじゅうそうてき
しえんたいせいせいびじぎょうじっしけいかくのないようをほうがんし、いったいてきに
さくていしています。 あわせて、しゃかいふくしほうだいひゃくきゅうじょうにきていす
るみんかんそしきであるしゃかいふくしきょうぎかいが、ちいきじゅうみんやかんけいき
かんとのれんけいによりちいきふくしかつどうのじっせんにむけさくていする、だいろく
じちいきふくしかつどうけいかくのりねんけいかくとしてもいちづけています。 
 
ず かくけいかくとのかんけい 
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基本目標Ⅰ 誰もが地域の担い手としての役割を持ち、互いに支えあえるまち

基本目標Ⅱ 誰もがいつでも生活課題を相談でき、安心して暮らせるまち

基本目標Ⅲ 誰もが心身ともに健康で、生きいきと暮らせるまち

施策の展開

横断的取組

基本目標Ⅰ
誰もが地域の担い手と
しての役割を持ち、互
いに支えあえるまち

（１）地域での支えあい、助けあい活動の推進

（２）地域における見守り支援体制の整備

（３）地域福祉の担い手の育成

基本目標Ⅱ
誰もがいつでも生活課
題を相談でき、安心し
て暮らせるまち

（１）分野横断的な相談窓口の充実

（２）課題解決に向けたネットワークの構築

（３）必要な情報を届ける情報発信の充実

基本目標Ⅲ
誰もが心身ともに健康
で、生きいきと暮らせ
るまち

（１）生涯を通じた健康づくりの推進

（２）こどもと子育て世代にやさしい環境整備

（３）保健・医療・福祉分野の充実と連携強化

孤独・孤立対策

非常事態時
支援体制充実

セーフコミュニティ推進

重層的支援体制の充実

身寄りのない方への支援

DXの推進

権利擁護・虐待防止

SDGs の推進

４　計画の体系
【基本理念】

 すべての世代がつながり、支えあい、 
 誰もが安心して暮らせる地域共生のまち　郡山 

【施策の展開】

３ぺーじ  
４ けいかくのたいけい 
きほんりねん 
すべてのせだいがつながり、ささえあい、だれもがあんしんしてくらせるちいききょうせい
のまち こおりやま 
きほんもくひょういち 
だれもがちいきのにないてとしてのやくわりをもち、たがいにささえあえるまち 
きほんしさくいち 
ちいきでのささえあい、たすけあいかつどうのすいしん 
きほんしさくに 
ちいきにおけるみまもりしえんたいせいのせいび 
きほんしさくさん 
ちいきふくしのにないてのいくせい 
きほんもくひょうに 
だれもがいつでもせいかつかだいをそうだんでき、あんしんしてくらせるまち 
きほんしさくいち 
ぶんやおうだんてきなそうだんまどぐちのじゅうじつ 
きほんしさくに 
かだいかいけつにむけたねっとわーくのこうちく 
きほんしさくさん 
ひつようなじょうほうをとどけるじょうほうはっしんのじゅうじつ 
きほんもくひょうさん 
だれもがしんしんともにけんこうで、いきいきとくらせるまち 
きほんしさくいち 
しょうがいをつうじたけんこうづくりのすいしん 
きほんしさくに 
こどもとこそだてせだいにやさしいかんきょうせいび 
きほんしさくさん 
ほけん・いりょう・ふくしぶんやのじゅうじつとれんけいきょうか 
 
はちこのおうだんてきとりくみ 
けんりようご、ぎゃくたいぼうし、みよりのないかたへのしえん、せーふこみゅにてぃすい
しん、こどく・こりつたいさく、ひじょうじたいじしえんたいせいじゅうじつ、えすでぃー
じーずのすいしん、でぃーえっくすのすいしん、じゅうそうてきしえんたいせいのじゅうじ
つ 
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５　基本目標と基本施策
　本計画は、基本理念の実現へ向け、基本目標とそれに紐づく基本施策を設定します。

　誰もが地域の中で担い手としての役割を持てるように、地域での支えあい助けあい活
動の推進、地域における多様な主体への支援及び活動拠点の整備、地域福祉の担い手の
育成を推進します。

基本目標Ⅰ 誰もが地域の担い手としての役割を持ち、互いに支えあえるまち

　地域の自助力・互助力を持続的に高めていくために、地域活動に関する情報発信の充
実や、地域団体への支援の一層の強化を図ります。

基本施策（１）地域での支えあい、助けあい活動の推進

　各主体が連携し、日常の見守り活動、要支援者に関する日頃からの情報共有や地域の
特性に合わせた支援体制の整備を推進します。

基本施策（２）地域における見守り支援体制の整備

　民生委員・児童委員をはじめとする地域福祉の担い手に関する情報発信や研修の充実
により、既存の担い手への支援を強化するとともに、新たな担い手の発掘・育成を推進
します。

基本施策（３）地域福祉の担い手の育成

　複雑化・複合化した地域生活課題に対しては、関係機関等と連携した相談支援のコー
ディネートを行い、ワンストップで生活課題を受け止める相談場所やツールの充実を図
ります。

基本施策（１）分野横断的な相談窓口の充実

　今後一層複雑化・複合化していくと考えられる福祉ニーズに対応するため、分野横断
的な相談窓口の充実、課題解決に向けたネットワークの構築、必要な情報を届ける情報
発信の充実に取り組みます。

基本目標Ⅱ 誰もがいつでも生活課題を相談でき、安心して暮らせるまち

　各主体との連携を一層強化し、限られた人員の中で互助・共助・公助がより効果的に
機能する体制づくりに取り組みます。

基本施策（２）課題解決に向けたネットワークの構築

４ぺーじ 
５ きほんもくひょうときほんしさく 
きほんもくひょういち、だれもがちいきのにないてとしてのやくわりをもち、たがいにささ
えあえるまち 
きほんしさくいち、ちいきでのささえあい、たすけあいかつどうのすいしん 
ちいきのじじょりょく・ごじょりょくをじぞくてきにたかめていくために、ちいきかつどう
にかんするじょうほうはっしんのじゅうじつや、ちいきだんたいへのしえんのいっそうの
きょうかをはかります。 
きほんしさくに、ちいきにおけるみまもりしえんたいせいのせいび 
かくしゅたいがれんけいし、にちじょうのみまもりかつどう、ようしえんしゃにかんするひ
ごろからのじょうほうきょうゆうやちいきのとくせいにあわせたしえんたいせいのせいび
をすいしんします。 
きほんしさくさん、ちいきふくしのにないてのいくせい 
ちいきふくしのにないてにかんするじょうほうはっしんやけんしゅうのじゅうじつにより、
きぞんのにないてへのしえんをきょうかするとともに、あらたなにないてのはっくつ・いく
せいをすいしんします。 
きほんもくひょうに、だれもがいつでもせいかつかだいをそうだんでき、あんしんしてくら
せるまち 
きほんしさくいち、ぶんやおうだんてきなそうだんまどぐちのじゅうじつ 
ふくざつか・ふくごうかしたちいきせいかつかだいについては、かんけいきかんとうとれん
けいしたそうだんしえんのこーでぃねーとをおこない、わんすとっぷでせいかつかだいを
うけとめるそうだんばしょやつーるのじゅうじつをはかります。 
きほんしさく、かだいかいけつにむけたねっとわーくのこうちく 
かくしゅたいとのれんけいをいっそうきょうかし、かぎられたじんいんのなかでごじょ・き
ょうじょ・こうじょがよりこうかてきにきのうするたいせいづくりにとりくみます。 
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　誰もが必要なときに正確な情報へ円滑にアクセスできるよう、情報提供の手段と内容
の一層の充実を図かります。

基本施策（３）必要な情報を届ける情報発信の充実

　こどもから高齢者まで、誰もが住み慣れた地域で暮らしができるように、生涯を通じ
た健康づくりの推進、こどもと子育て世代にやさしい環境整備、保健・医療・福祉分野
の充実と連携強化を進めます。

　保健分野の個別計画である「みなぎる健康生きいきこおりやま 21」及び「郡山市食
育推進計画」との整合性を図りながら、誰もが生きいきと暮らせるような取組を推進し
ます。

基本施策（１）生涯を通じた健康づくりの推進

　福祉分野の個別計画である「郡山市こども・若者計画」との整合性を図りつつ、すべ
てのこども・若者が生まれ育った環境に左右されることなく、健やかな成長を社会全体
で支え合う環境整備に継続して取り組みます。

基本施策（２）こどもと子育て世代にやさしい環境整備

　医療・福祉の専門性と地域の力を結びつけた支援体制の一層の強化を図ります。

基本施策（３）保健・医療・福祉分野の充実と連携強化

基本目標Ⅲ 誰もが心身ともに健康で、生きいきと暮らせるまち

　複雑化・複合化する課題を抱える世帯の増加や社会的孤立の問題の顕在化などに対応
するための重層的支援体制整備事業の実施に当たり、本実施計画を策定し、事業の基本
方針や方向性などについて各関係機関が共通認識のもとで包括的な支援体制の構築を図
ります。

（１）背景と目的

６　重層的支援体制整備事業実施計画

５ぺーじ 
きほんしさくさん、ひつようなじょうほうととどけるじょうほうはっしんのじゅうじつ 
だれもがひつようなときにせいかくなじょうほうへえんかつにあくせすできるよう、じょ
うほうていきょうのしゅだんとないようのいっそうのじゅうじつをはかります。 
きほんもくひょうさん、だれもがしんしんともにけんこうで、いきいきとくらせるまち 
きほんしさくいち、しょうがいをつうじたけんこうづくりのすいしん 
ほけんぶんやのこべつけいかくである、みなぎるけんこういきいきこおりやまにじゅうい
ちおよび、こおりやまししょくいくすいしんけいかくとのせいごうせいをはかりながら、だ
れもがいきいきとくらせるようなとりくみをすいしんします。 
きほんしさくに、こどもとこそだてせだいにやさしいかんきょうせいび 
ふくしぶんやのこべつけいかくである、こおりやましこども・わかものけいかくとのせいご
うせいをはかりつつ、すべてのこども・わかものがうまれそだったかんきょうにさゆうされ
ることなく、すこやかなせいちょうをしゃかいぜんたいでささえあうかんきょうせいびに
けいぞくしてとりくみます。 
きほんしさくさん、ほけん、いりょう、ふくしぶんやのじゅうじつとれんけいきょうか 
いりょう・ふくしのせんもんせいとちいきのちからをむすびつけたしえんたいせいのいっ
そうのきょうかをはかります。 
 
ろく じゅうそうてきしえんたいせいせいびじぎょうじっしけいかく 
１ はいけいともくてき 
ふくざつか・ふくごうかするかだいをかかえるせたいのぞうかやしゃかいてきこりつのも
んだいのけんざいかなどへたいおうするためのじゅうそうてきしえんたいせいせいびじぎ
ょうのじっしにあたり、ほんじっしけいかくをさくていし、じぎょうのきほんほうしんやほ
うこうせいなどについてかくかんけいきかんがきょうつうにんしきのもとでほうかつてき
なしえんたいせいのこうちくをはかります。 
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・既存事業の活用　：各分野における既存の取り組みを活かす。
・事業の一体的実施：分野を超えた連携により事業を一体的に実施する。
・多機関協働　　　：関係機関のマネジメントによる重層的な支援体制の構築を図る。

（２）基本方針

（３）事業実施体系

郡山市重層的支援体制整備事業実施体系図

本
人
以
外

本
　人 相

　談

包括的相談支援事業　～どの分野の相談も受け止める～
〈分野ごとの相談〉
【高　　齢】◆地域包括支援センター
【障 が い】◆基幹相談支援センター
　　　　　◆相談支援事業所
【こ ど も】◆こども家庭センター
　　　　　◆子育て世代包括支援センター
　　　　　◆保育コンシェルジュ
【生活困窮】◆自立支援相談窓口

〈分野を問わない相談〉
◆福祉まるごと相談窓口

社会資源
として活用

◆は郡山市で実施している事業です。

※参加機関は事例に
　よって柔軟に運用

社会福祉協議会

こども家庭課

地域包括ケア推進課

地域包括支援センター

保健センター障がい者基幹相談支援センター

保健所保健・感染症課

居宅介護支援事業所

医療機関 相談支援事業所

生活支援課

民生児童委員

障がい福祉課

複雑化・複合化した事例全体のマネジメント
重層事業の円滑な実施のための情報交換

支援会議 重層的支援会議本人同意

～支援全体のマネジメント～

地域づくり事業

〈分野ごとの既存の取組み〉
【高　　齢】◆通いの場　◆協議体
　　　　　◆介護予防ボランティア
　　　　　◆生活支援コーディネーター
【障 が い】◆地域活動支援センター
【こ ど も】◆ニコニコこども館
　　　　　◆地域子育て支援センター
【生活困窮】◆こおりやまフードバンク事業

～交流の場や居場所の確保～
参加支援事業

◆参加支援事業
　「にこやかサロン」

～社会との
　つながりづくり～

アウトリーチ等を通じた
継続的支援事業

◆福祉まるごと
　相談窓口

家
庭
訪
問

同
行
支
援

関
係
構
築

情
報
収
集

事
前
調
整

～寄り添った伴走支援～

支援のコーディネート

支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

多機関協働事業

複雑化・複合化
したケース

生成 AI を活用し
た相談業務サポー
トシステムによる
相談体制の整備

６ぺーじ 
２ きほんほうしん 
そのいち、きそんじぎょうのかつよう、かくぶんやにおけるきぞんのとりくみをいかす。 
そのに、じぎょうのいったいてきじっし、ぶんやをこえたれんけいによりじぎょうをいった
いてきにじっしする。 
そのさん、たきかんきょうどう、かんけいきかんのまねじめんとによるじゅうそうてきなし
えんたいせいのこうちくをはかる。 
 
３ じぎょうじっしたいけい 
こおりやましじゅうそうてきしえんたいせいせいびじぎょうじっしたいけいず 
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　郡山市多機関協働事業等実施要綱に基づき、支援会議及び重層的支援会議を開催しま
す。

（４）支援会議・重層的支援会議

支援会議
守秘義務により本人の同意がなくても情報共有を可能とし、課
題を抱えたケースに係る予防的・早期の支援体制の検討を円滑
に行う。

重層的
支援会議

本人の同意を得たケースについて、各関係機関の役割分担やプ
ランの適切性の協議、支援の方向性の共有や評価を行う。

４ しえんかいぎ、じゅうそうてきしえんかいぎ 
こおりやましたきかんきょうどうじぎょうとうじっしようこうにもとづき、しえんかいぎ
およびじゅうそうてきしえんかいぎをかいさいします。 
しえんかいぎ 
しゅひぎむによりほんにんのどういがなくてもじょうほうきょうゆうをかのうとし、かだ
いがかかえたけーすにかかるよぼうてき・そうきのしえんたいせいのけんとうをえんかつ
におこなう。 
じゅうそうてきしえんかいぎ 
ほんにんのどういをえたけーすについて、かくかんけいきかんのやくわりぶんたんやぷら
んのてきせつせいのきょうぎ、しえんのほうこうせいのきょうゆうやひょうかをおこなう。 
 
 
 
 
はっこう、こおりやまし 
じむきょく、ほけんふくしぶ ほけんふくしそうむか 
れいわはちねん、さんがつ 
いんさつ ふじいしばしいんさつかぶしきがいしゃ 


